
様式第二号の八（第八条の四の五関係）

年 05 月 28 日

殿

　提出者

住　所

氏　名

電話番号 - -

市

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

（日本産業規格　Ａ列４番）

（第１面）

産業廃棄物処理計画書

2024

静 岡 県 知 事

静岡県焼津市浜当目７０８－１

サッポロビール（株）静岡工場

上席執行役員　工場長　下田　智紀

　(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

054 629 5111

事 業 場 の 名 称 サッポロビール株式会社　静岡工場

事 業 場 の 所 在 地 静岡県 焼津 浜当目708-1

計 画 期 間 2024/4/1 ～ 2025/3/31

① 事 業 の 種 類 飲料・たばこ・飼料製造業

② 事 業 の 規 模 ２０２３年製造量　１８１，６７０KL

③ 従 業 員 数 静岡工場　129名(正社員108名、それ以外の職員28名）

④ 産 業 廃 棄 物 の
一連の処理の工程

別紙１参照

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項
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（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ
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ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

（第２面）

【前年度（令和　 年度）実績】

産業廃棄物の種類 排出量

　有機性汚泥 2,264.360 

動・植物性残渣 258.770 

木くず 8.070 

廃プラスチック類 43.977 

ガラスくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず 13.860 

　一般廃油 1.460 

金属くず 0.053 

別紙２参照

産業廃棄物の種類 排出量

　有機性汚泥 2,258.507 

動・植物性残渣 258.101 

木くず 8.070 

廃プラスチック類 43.977 

ガラスくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず 13.860 

　一般廃油 1.460 

金属くず 0.053 

①現状

②計画



（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項

別紙２参照

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

別紙３参照

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

別紙３参照

①現状

②計画



自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項
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（これまでに実施した取組）

【目標】
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（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項
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（第３面）

【前年度（令和　 年度）実績】

産業廃棄物の種類
自ら再生利用を行った

産業廃棄物の量

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

産業廃棄物の種類
自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

【前年度（令和　 年度）実績】

 産業廃棄物の種類
自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量
自ら中間処理により減量した

産業廃棄物の量

　有機性汚泥 0.000 1,219.271 

動・植物性残渣 0.000 110.901 

①現状

②計画
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（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

0.000 0.000 

0.000 0.000 

0.000 0.000 

0.000 0.000 

0.000 0.000 

別紙２参照

 産業廃棄物の種類
自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

　有機性汚泥 0.000 1,216.119 

動・植物性残渣 0.000 110.615 

0.000 0.000 

0.000 0.000 

0.000 0.000 

0.000 0.000 

0.000 0.000 

別紙２参照

①現状

②計画



自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項
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（これまでに実施した取組）

【目標】
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（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

5

（第４面）

【前年度（令和　 年度）実績】

産業廃棄物の種類
自ら埋立処分又は海洋投入

処分を行った産業廃棄物の量

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

産業廃棄物の種類
自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

【前年度（令和　 年度）実績】

①優良認定処理業者への処理委託量
②再生利用業者への処理委託量
③認定熱回収業者への処理委託量
④認定熱回収業者以外の熱回収を行う
　業者への処理委託量

産業廃棄物の種類

①現状

②計画



（これまでに実施した取組）

①
（t）

②
（t）

③
（t）

④
（t）

全処理委託量
（t）

　有機性汚泥 0.000 2,264.360 0.000 0.000 0.000 

動・植物性残渣 13.830 258.770 0.000 0.000 0.000 

木くず 8.070 8.070 0.000 0.000 0.000 

廃プラスチック類 3.757 43.977 0.000 0.000 0.000 

ガラスくず、ｺﾝｸﾘｰﾄく
ず及び陶磁器くず

1.860 13.860 0.000 0.000 0.000 

　一般廃油 0.000 1.460 0.000 0.000 0.000 

金属くず 0.053 0.053 0.000 0.000 0.000 

別紙２参照

①現状



【目標】

（今後実施する予定の取組）

（第５面）

①優良認定処理業者への処理委託量
②再生利用業者への処理委託量
③認定熱回収業者への処理委託量
④認定熱回収業者以外の熱回収を行う
　業者への処理委託量

①
（t）

②
（t）

③
（t）

④
（t）

全処理委託量
（t）

　有機性汚泥 0.000 2,258.507 0.000 0.000 0.000 

動・植物性残渣 13.794 258.101 0.000 0.000 0.000 

木くず 8.070 8.070 0.000 0.000 0.000 

廃プラスチック類 3.757 43.977 0.000 0.000 0.000 

ガラスくず、ｺﾝｸﾘｰﾄく
ず及び陶磁器くず

1.860 13.860 0.000 0.000 0.000 

　一般廃油 0.000 1.460 0.000 0.000 0.000 

金属くず 0.530 0.053 0.000 0.000 0.000 

別紙２参照

※事務処理欄

産業廃棄物の種類

②計画



（第６面）
備考
　１　前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

　２　当該年度の６月30日までに提出すること。

　３　「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入するこ
     と。

　　(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。
　　(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請
　　　完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ
　　　事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。
　　(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するま
　　　での一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。

　４　「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中
　　間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間
　　処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。

　５　「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量
　　を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行
　　令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収
　　施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ
　　る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者へ
　　の焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

　６　それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと
　　おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の
　　種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入
　　すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないとき
　　は、「―」を記入すること。

　７　※欄は記入しないこと。



＜別紙１＞　産業廃棄物の一連の処理の工程

廃棄物の流れ 委託処理の範囲

発生源 廃　棄　物 処　　理　　・　　処　　分

有機性汚泥 脱水工程 肥料原料

製造工程 動植物性残さ 脱水工程 肥料原料

廃油 再生油

管理部門
設備部門

廃プラスチック 固形燃料

ガラス・陶器

路盤材

ガラス原料

引火性廃油 焼却

物流部門 木製パレット ボイラー燃料



＜別紙２＞

（単位：ｔ）

①排出量
⑦自ら中間
処理により
減量した量

⑩全処理委
託量

⑪優良認
定処理業
者への処
理委託量

⑫再生利用
業者への処
理委託量

①排出量
⑦自ら中間
処理により
減量した量

⑩全処理委
託量

⑪優良認
定処理業
者への処
理委託量

⑫再生利用
業者への処
理委託量

①排出量
⑦自ら中間
処理により
減量した量

⑩全処理委
託量

⑪優良認
定処理業
者への処
理委託量

⑫再生利用
業者への処
理委託量

有機性汚泥 2,852.370 998.330 1,854.041 0.114 1,854.041 3,483.631 1,219.271 2,264.360 0.000 2,264.360 3,474.626 1,216.119 2,258.507 0.000 2,258.507 製造量に比例した排出 製造量に比例した排出

動植物性残さ 399.691 119.907 279.784 13.919 279.784 369.671 110.901 258.770 13.830 258.770 368.716 110.615 258.101 13.794 258.101 製造量に比例した排出 製造量に比例した排出

①有機性汚泥・動植物性残さ 3,252.061 1,118.237 2,133.824 14.033 2,133.824 3,853.302 1,330.172 2,523.130 13.830 2,523.130 3,843.342 1,326.734 2,516.608 13.794 2,516.608 含水率低減 含水率低減

②木くず 34.700 0.000 34.700 34.700 34.700 8.070 0.000 8.070 8.070 8.070 8.070 0.000 8.070 8.070 8.070 前年並みを維持 前年並みを維持

③廃プラスチック類・蛍光灯 43.055 0.000 43.055 10.855 43.055 43.977 0.000 43.977 3.757 43.977 43.977 0.000 43.977 3.757 43.977 LED化推進 LED化推進

④ガラス・コンクリート・陶磁器くず 0.465 0.000 0.465 0.465 0.465 13.860 0.000 13.860 1.860 13.860 13.860 0.000 13.860 1.860 13.860 前年並みを維持 前年並みを維持

⑤廃油（一般） 1.610 0.000 1.610 0.220 1.610 1.460 0.000 1.460 0.000 1.460 1.460 0.000 1.460 0.000 1.460 前年並みを維持 前年並みを維持

⑥金属くず（廃乾電池） 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.053 0.000 0.053 0.053 0.053 0.053 0.000 0.053 0.053 0.053 前年並みを維持 前年並みを維持

合計 3,331.891 1,118.237 2,213.654 60.273 2,213.654 3,920.722 1,330.172 2,590.550 27.570 2,590.550 3,910.762 1,326.734 2,584.028 27.534 2,584.028

2023年度廃棄物処理量実績と2024年度目標

2023年度目標 2023年度実績 2024年度目標

こでまでに実施した取組 今後実施する予定の取組



緑地

木
 
類

一般ｶﾞﾗｽ
混ざり壜

ＰＰ
一般ｶﾞﾗｽ

茶色壜

一般ｶﾞﾗｽ

無色壜

分 別 ヤ ー ド 配 置 図

一
斗
缶

フレコン
空袋

ラ
ベ
ル
用

ワ
リ
フ
袋

生
ゴ
ミ　

処
理
機

一
般
ゴ
ミ

リサイクル
紙

白以外・箱
類

リサイクル
紙

白色

未
処
理

シ
ャ
ー
レ

ホ
ー
ス
類

茶封筒
茶色
包装紙

蛍
光
灯

ダンボール

フ
ィ
ル
ム

シ
ュ
リ
ン
ク シュレッダー屑

安
全
靴ゴ

ム
類

コ
ン
パ
ク
タ
ー

砥
石

ペ
ー
パ
ー

パ
ッ
キ
ン

瀬
戸
物

陶
器

原料酵母タンク

ポ
リ
容
器

メルト

乾燥肥料
（生ゴミ）6Pスリーブ

ビニール乾
電
池

木 類

プラコ
ンベ

ア・塩
ビ

一
般
ゴ
ミ

シリンジ

新聞紙
シー
ル

塵取ゴミ
ビ
ニ
ー
ル

アルミ
ラミネー

ト

雑　誌 ライター フィルター

バ
ン
ド 原

料
袋

吸　殻 油
布

一升瓶
キャッ

プ

ｶｰﾄﾘｯｼﾞ 板ガラス

油
紙電球

試験管
ビー
カー

現在位置

真
鍮

ス
テ
ン
レ
ス
廃
材

電
子
基
盤

被
覆
電
線

王
冠
屑

ス
チ
ー
ル
缶

鉄
屑

ア
ル
ミ
缶

分
別
ヤ
ー
ド
備
品
棚

固
形

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ヘ
ル
メ
ッ
ト

ダ
ン
ボ
ー
ル

危
険
物
倉
庫

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

コンクリート・
アスファルト屑

通り抜け禁


